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1 )使用菌: Corynebacterium diphtheriae. P.W. No 8, Biken 株を使用した。
2 )培養法: Ca-gel 法により除鉄した Pope 培地及びカザミノ酸培地を使用し， 340C にて，振渥
培養したロなお，発育抑制培養では，コハク酸を 0.3% に含むカザミノ酸培地又は20種アミノ酸混合
培地を使用し，上記と同様な方法で培養したD
3 )菌量: O.D. 590 mμ，乾量の測定によった。なお，それらの蛋白量， DNA, RNA 含量はそれ
ぞれ Lowry， Burton, Dische らの方法により測定した口
4) 菌数測定:全菌数は， Petroff.・Hauser の細菌計算板を使用し，位相差顕微鏡下で算定した。生
菌数測定には，チヨコレート寒天培地を使用したり
5) ジ毒素の定量及び検定: Lf 及び毒性試験は，それぞれ Ramon のおcculation 法，家兎皮内







1 )ジ毒素産生と，ジ菌の発育並びに Viability との関係を明らかにするために，培養法を考按し




2 )以上から明らかなごとく，ジ毒素産生が，いわゆる lethal production でないとすれば，ジ毒
素産生と菌発育との速度論的関係について，少なくとも次のような二つの可能性が考えられる口
(dT (t) T/dB(t)¥ ③ 毒素産生速度は，菌発育速度に比例する o l一読一=KG--31 ) 
(dT(t) T/I_ ....,>,\ ⑥ 毒素産生速度は，菌発育速度に直接関係なく，菌量にのみ比例する o l--d;-' = Kb , B(t) J 
(但し t: 時間， T(t): 毒素蓄積曲線， B(t): 菌発育曲線 ， Ka, Kb: 常数)。
そこでこの可能性の何れが正しいかを実証するため， declining growth rate の発育相にある菌につ
いて，その発育と産生毒素量とを定量的に比較解析した白乙の発育相では ， B(t) は t に関する一次

































3. 至適条件下では単位乾菌量によって単位時聞に産生される毒素量 (Kb:~刀mgd.w. ・ hour) は菌
濃度，培地組成，菌発育の有無のいかんを問わず一定である口
4. 乙の発育抑制系においても，毒素はアミノ酸から de novo に合成される。
以上の著者の成果は，従来不明であったジ菌における発育と毒素産生との関係を初めて明確にした
のみならず，発育が極度に抑制されたジ菌による新しい毒素産生系を開発したことによって，ジ毒素
産生機構の解明に有力な足場を与えるものであり，この分野の研究に寄与する所大なるものと考え
る円
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